
 

 

会場 駿河生涯学習センター  

３０２活動室  
 

会費 無料  
 

対象 フルーツの多様性を活用した農業ビジネス 

の展開に興味がある方５０人 
 

講師 吉岡照高 氏 （農研機構 果樹茶業研究部門 

            カンキツ研究領域カンキツ育種ユニット長）  

平野耕志 氏（キウイフルーツカントリーＪａｐａｎ代表） 

野口真己 氏（農研機構 食農ビジネス推進センター 

主任研究員） 

 

フルーツの奥深さを 

見て、聞いて、食べて感じて 

いただく講座（講演会）です。 

 

申込方法 １２月２２日（金）午前１０時～、 

電話で駿河生涯学習センターへどうぞ（申込順） 
【個人情報の取扱いについて】 ご提供いただいた個人情報は本事業の目的以外には使用いたしません。 

 

 

後援：静岡県教育委員会 

弘前大学研究・イノベーション推進機構 

ブラムリーファンクラブ 

静岡県経済産業部、ＪＡ静岡経済連 

鳥取大学産学・地域連携推進機構、 

農研機構果樹茶業研究部門 

 

 



       
 
 

 

 

●吉岡照高 氏  （農研機構 果樹茶業研究部門カンキツ研究領域カンキツ育種ユニット長） 

農林水産省果樹試験場に入省後、同試験場興津支場への配属以来 16 年間カンキツ育種研究に 

携わり「はるみ」、「せとか」等の育成に関与する。その後、放射線育種場にて突然変異育種研究に 

携わった後、平成 21 年 4 月に果樹研究所カンキツ研究興津拠点に戻り、カンキツ育種研究の 

責任者としての現在に至る。 
 

●平野耕志 氏  （キウイフルーツカントリーJapan 代表） 

掛川市上内田にある、自然・農村・本物をキーワードに情報発信する、出会いと学びの体験学習 

農園日本最大のキウイ園、「キウイフルーツカントリーJapan」代表。総面積 10 ヘクタールを有し、

キウイフルーツの品種は 80 種類を誇り世界中のキウイが集められている。 

ホームページ : http://www.kiwicountry.jp/ 
 

●野口真己氏  （農研機構 食農ビジネス推進センター主任研究員代表） 

酵素の力で柑橘の皮をむく剥皮処理と酵素剥皮技術の利用を核としたカンキツ果実新商材の 

開発と事業化方策に携わる。 

静岡市健康文化交流館 来・て・こ  
指定管理者 静岡市文化振興財団共同事業体  

TEL：054-202-4300  ※休館日：日曜、年末年始 

✿小鹿老人福祉センター      9:00～16:00 

✿南部勤労者福祉センター    9:00～21:30 

✿駿河生涯学習センター      9:00～21:30 

✿小鹿市民サービスコーナー  8:30～17:00 

TEL：054-202-4304 ※年末年始を除く平日のみ開設 

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿二丁目 25-45 

駐車場：約 150 台 ＜満車の場合もあります＞ 

バ ス：みなみ線「小鹿営業所」下車、徒歩１分 

美和・大谷線「競輪場入口」下車、徒歩７分 

 http://sgc.shizuokacity.jp  メルマガ会員募集中！ 

 

フルーツには様々な品種があり、大きさ、味、見た目等々に多様な違いが見られます。 

しかし、普段お店に並ぶのは限られた品種で、消費者がその違いを目の当たりにすることは稀です。 

本講座では実物に触れ、食べ、それぞれのストーリーを知り、「フルーツの違いの面白さ」を発見し、 

商品選択・開発する際のヒントにしてもらう目的で 10 月から全 3 回のシリーズで実施し、 

これまでニホンナシやリンゴの多様性について学びました。 

フルーツの奥深さを見て、聞いて、食べて感じて頂ける講座です。試食もあります。 

講座情報は下記フェイスブックにて随時更新中！ 

https://www.facebook.com/laboratory.of.horticultural.Innovation/（松本和浩研究室） 
 

 

http://www.kiwicountry.jp/

